
縮尺

N.S

N.S

1/50

1/30

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

図面番号 図 面 名 称 縮尺

建築工事特記仕様書（１）

建築工事特記仕様書（２）

建築工事特記仕様書（３）

建築工事特記仕様書（４）

1/500

建具表

天井伏図

展開図

部分詳細図

立面図

仕上表、求積図、面積表

矩計図、テラス部詳細図

案内図、詳細配置図、全体配置図

1/50

1/2000

1/100

1/50

1/20
1/50

1/20,1/10

1/50

1/20

1/20

1/50

1/50

表紙、図面リスト

Ａ－１

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－６

Ａ－７

Ａ－８

Ａ－９

Ｌ－１

Ａ－10

既設１階平面図、詳細図

増築後1階平面図・Ｒ階平面図、詳細図

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事

図 面 リ ス ト

図面番号 図 面 名 称

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄骨構造標準図

伏 図 ・ 軸 組 図

Ｓ－１

Ｓ－２

Ｓ－３

Ｓ－４ 基礎・地中梁・鉄骨柱・鉄骨梁リスト、鉄骨詳細図、配筋図

係

長

図面名称

補

佐

工事名称 図面番号

課

長

縮 尺 図面作成

担

当

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事

－ 平成22年11月

Ｌ－１

表紙、図面リスト



係

長

図面名称

補

佐

工事名称 図面番号

課

長

縮 尺 図面作成

担

当

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事

平成22年11月建築工事特記仕様書（１）

特－１

－

建築工事特記仕様書

工事概要

１章 一般共通事項

公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成22年版),工事写真撮影要領に

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事

静岡県浜松市東区半田山一丁目２０番地１号（浜松医科大学構内）

平成２３年 ３月２５日（金曜日）

工 事 の 種 類

完 成 期 限

工 事 場 所

工 事 名 称

・ 規 模 等

建築基準法に基づき

定められた区分等

地表面粗度区分 ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ

積雪区分 建告示第1455号 別表24

建築基準法に基づき定められた区分等

風速 Ｖo ＝ 32 ｍ/s

電気保安技術者 この工事現場に下記のいずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。

法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１

項各号の科目を修めて卒業した者

検定に合格した者

した者

施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工

学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

項 目 名 電気保安

技 術 者

１ 第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

２ １級電気工事工事施工管理技士以上の資格を有する者

３ 高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において，電気事業

４ 旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の

５ 公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合格

６ 第１種電気工事士の資格を有する者

７ ２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

８ 第２種電気工事士（旧電気工事士）以上の資格を有する者

９ 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育

(1.3.3)

基づき工事を施工する。

２． 特記仕様書の適用方法

（１）・印で始まる事項及び表中・印の事項は，○印を付した事項のみ適用する。

（２） で抹消した章及び項目の当該特記事項は，すべて適用しない。

（３）表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

（ ） －公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成22年版)

(( )) －公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成22年版)

（５）左欄の（ ），(( ))内の数値は，下記の各該当番号を示す。

（４）特記された材料,製造所,製品名,施工業者等の取扱は，特記されたもの又は同等以上

のものとする。ただし,同等以上のものとする場合は，監督職員の承諾を受ける。

１． この工事の請負者は,国立大学法人浜松医科大学工事請負契約基準,現場説明書,特記

この工事現場には,下記の資格を有する工事用電力設備の保安責任者を選任する。工事用電力設備

(1.3.4)

の保安責任者

発生材の処理等

(1.3.8)

引渡しを要するもの

３）集積場所 （浜松医科大学構内 監督職員の指定する場所）

２）引渡し先 （浜松医科大学 施設課）

１）品名 （金属類 鉄，アルミニウム，ステンレス）

特別管理産業廃棄物

１）品名

２）処理方法

現場において再利用を図るもの

１）品名 掲示板、ホワイトボード

２）使用箇所 監督職員の指示による

再生資源化を図るもの

２）受入場所 （ ）

３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

４）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等運搬調書を作成し，監督職員に提出する。

５）工事発注後に明らかになった事情により, 上記の指定によりがたい場合は，

監督職員と協議する。

関係法令に従い適切に処理するもの

２）受入場所 （ ）

３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し，監督職員に提出する。

４）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等運搬調書を作成し，監督職員に提出する。

５）工事発注後に明らかになった事情により上記の指定によりがたい場合は，監督

職員と協議する。

(1.4.2)

材料の品質等

（1.5.2）

技 能 士
技能検定の職種工 種

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ・ECPﾊﾟﾈﾙ工事

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

防水工事

石工事

ﾀｲﾙ工事

木工事

屋根，とい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

植栽工事

・鉄筋施工

・左官・型枠施工

・とび

・ﾌﾞﾛｯｸ建築・ALCﾊﾟﾈﾙ施工・ECPﾊﾟﾈﾙ施工

・ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・防水施工

・石材施工

・ﾀｲﾙ張り

・建築大工

・建築板金・ｽﾚｰﾄ施工

・内装仕上げ施工（鋼製下地）

・左官

・ｻｯｼ施工・ｶﾞﾗｽ施工

・塗装

・内装仕上げ施工（床，天井仕上げ等）・表装

・造園

の確認及び報告

(1.5.4)

一工程の施工

（1.5.5）

施工の検査等

施工の確認及び報告を行う行程 備 考

型枠

防水層の下地

外壁関係の施工

軽量鉄骨天井下地及び軽量鉄骨壁下地

外部足場等をとりはずす前の段階

次について検査を行う。

・揮発性有機化合物の室内濃度の測定

施工の立会い等

(1.5.7)

標準仕様書に定めがあるもの以外で，次に示す工事段階及び事項については，監督職員の

立会いを受ける。

・躯体コンクリートの試料採取時及び各種試験時

(1.5.9)

化学物質の濃度測定 ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン等の揮発性有機化合

物の室内濃度の測定

室内濃度を測定し，指針値以下であることを確認し,報告する。

※上記の室について、それぞれ１検体につき２回採取を行い測定する。

スチレン 220μg/m3

（0.05ppm）以下

キシレン

エチル

ベンゼン

870μg/m3

（0.20ppm）以下

3800μg/m3

（0.88ppm）以下

ガスクロマトグラフ-質量分析法によって行う。

測定物質，測定方法

指針値※種 類

ホルムア

ルデヒド

トルエン

100μg/m3

（0.08ppm）以下

260μg/m3

（0.07ppm）以下

・次のうちのいずれかの測定方法とする。

固相吸着/溶媒抽出法で採取し

し,高速液体クロマトグラフ法によって行う。

・ｼﾞﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ誘導体固相吸着/溶媒抽出法で採取

・その他（ ）

μg/m3

（ ppm）以下

固相吸着/加熱脱着法で採取し

ガスクロマトグラフ-質量分析法によって行う。

ガスクロマトグラフ-質量分析法によって行う。

容器採取法で採取し

・その他（ ）

試料採取方法

測定結果が上回った場合の措置

測定結果が指針値を上回った場合は，監督職員と協議する。

(1.6.2)

技 術 検 査

試料採取は室内及び外気の各１箇所を２回ずつとし，対象室内を３０分換気後に対象室内を

５時間以上密閉し，その後概ね３０分間採取の濃度（μg／ｍ3）で表す。採取の時刻は揮発性

有機化合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時～３時頃に設定するのが望ま

しい。室外についても室内と同様の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近の少な

くとも壁から１ｍ以上離した高さ1.2～1.5ｍの位置を試料採取位置として設定する。外気の試

料採取は外壁及び空調吸排気口から２～５ｍ離した，室内の測定高さと同等の高さの所を試料

(1.7.2)

完 成 図

工事写真帳は（ ・ 紙媒体 ・ 電子媒体）で１部提出する。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙,工事名称等は金文字入りとする。

なお、完成写真には撮影方向等を明示した配置図,平面図を添付する。

(1.7.3)

保全に関する資料 保全に関する資料 提出部数 ２部

(1.4.4)

材料の検査等

仕様書４枚,図面１４枚,公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成22年版）,

施 工 条 件 この工事現場では、次の施工条件による。

(1.3.5)

１）品名 （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、建設発生木材）

１）品名 （発生土 ）

工事の施工完了後，引き渡しをするまでの間に，下表の測定室等の揮発性有機化合物の

福利施設棟 福利施設棟棟 名 称

増築 模様替工 種

S1構 造 ・ 階 数

38.85 ㎡建 築 面 積

38.85 ㎡延 べ 面 積

－ 50.50 ㎡改修延べ面積

38.85 ㎡延 べ 面 積 計

改修延べ面積計 50.50 ㎡

R3

模 様 替 内 容

（ ）の数値は,当該既設建物の面積とする。

工作物等

施工中の環境保全等

低騒音型・低振動型

建 設 機 械 の 使 用

本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の規定に関わる規定」（平成9年7月31日

建設省告示第1536号 最終改正 平成13年4月9日 国土交通省告示第487号）に基づき国土

交通大臣が形式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただしこ

れにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写

真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制

等に関する法律｣（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合する機械,または，｢排出

ガス対策型建設機械指定要領｣（平成3年10月8日建設省経機発第249号 最終改正平成14年4月

1日国総施第225号）,｢排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規定｣（平成18年3月17日

付け国土交通省告示第348号）もしくは｢第３次排出ガス対策型建設機械指定要領｣（平成18年

3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものと

する。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成7年度建設技術評価制度公募課題

「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開

発建設技術の技術審査・証明事業、もしくは建設技術審査証明事業により評価された排出ガ

ス浄化装置を装着することで、排出ガス対策型機械と同等と見なす。ただし、これにより難

い場合は監督職員と協議するものとする。

排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現

場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するも

のとする。

種 類

バックホウ

トラクタショベル（車輪式）

ブルドーザ

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

空気圧縮機（可搬式）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

ホイールクレーン

備 考

ディーゼルエンジン（エンジン

出力7.5kW以上、260kW以下）を

搭載したものに限る。

排出ガス対策型

建 設 機 械

① 請負者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工事関係車両という）

② 請負者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に

③ 請負者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを保管

が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」という）

の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

適合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければ

ならない。

し、本工事関係車両を把握しなければならない。

に適合した車両

ディーゼル車

排出ガス規制

④ 請負者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督職

員に報告しなければならない。

⑤ 請負者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させる

ものとする。

再利用を図るものは，次による

備 考材 料 名

測定室等

棟名称 階 室 名 採取本数

福利施設棟 １ 喫茶室 １検体

室外 １検体

※両単位の換算は,25℃の場合による。

採取位置として設定する。

完成図の種類及び記入内容は次による。

記入内容

配置図及び案内図

各 階 平 面 図

各 立 面 図

断 面 図

室名等

外壁仕上げ

階高,天井高等を表示し,２面以上作成

敷地と建物の関係

仕 上 表

施 工 図

施 工 計 画 書

矩 計 図

各 種 詳 細 図

展 開 図

各 種 伏 図

建 具 表

部分詳細図

天井高 主要仕上げ

天井伏図

屋外,屋内の仕上げ

基本的寸法

寸法、仕様

完成図の様式等は次による。

原図サイズ Ａ１

本工事は,次の書類について電子納品の対象とする。

完成図、完成写真

提出方法

完成図：原図一式,二ッ折背張り製本２部,縮小二ッ折製本（Ａ４版）２部,

ＣＡＤデータ(ファイル形式：ＪＷＷ)

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外に使用

しないこと。

墨出し、補修は除く

墨出し、補修は除く

鉄骨工事鉄管スリ－ブ入れ

事

本

械

〃

木

コンクリ－ト穴あけ 墨出し共

工

〃 梁、壁スリ－ブ入れ ボイド等

床スラブ木製型枠入れ〃

電

気

床スラブスリ－ブ入れ〃

土

梁、壁木製型枠入れ

機

（含む排水金具、トラップ）

〃

洗面器等取付化粧板

〃

〃 幹線の配管

流 し 台

ル－フドレン

水切板

第１桝を含む雨水排水管

ステンレス製

第１桝まで配管

軽鉄下地開口部墨出し

機械設備関係開口部

電気関係開口部

軽量鉄骨下地開口部補強

等の切開

天井及び壁、ボード切開

改め口取付及び、開口部補強 墨出し共

立どい

盤等重量物の下地補強

〃

床下改め口

露出型器具取付用

第１桝から排水幹線までの配管

防露工事共

陶器製

排水管の接続

天井改め口

鉄筋切断及び補強筋入れ

改め口取付及び、開口部補強

開口補強を必要としないボード

同上開口部補強

同穴あけ共

〃

〃

既存床コア抜き

既存壁コア抜き

各種槽類 ＳＵＳ、ＦＲＰ製

屋外大型のものの基礎各種槽類

屋上設置のものの基礎各種槽類

壁、サッシ等への取付（材共）換気扇取付

木製、アルミ製、鉄製換気扇用枠、取付板等

幹線の配管〃

第１桝を含む

〃 第１桝から排水幹線までの配管

型枠入れ

トレンチ

建物、共同溝接続

天井扇等

防火用水池用給排水管

ダクトのあるもの

コンクリ－ト製

墨出し共

共同溝

防火用水池

歩床コンクリ－ト共

墨出し共

屋外貯油槽

配筋・アンカ－ボルト・仕上共一般機器類の基礎

生活排水、実験排水管 建物及び第１桝までの配管

大型機械基礎

同上接続部止水板

地下式

型枠入れ

関係機器

機械用アンカ－ボルト 自家発電機その他電気関係機器

機械用アンカ－ボルト ボイラ、冷凍機等機械設備

各種槽類

換気扇取付

内壁 〃

給排気用

配線共

リレ－及びリレ－までの配管

外壁取付ガラリ

リレ－取付まで①

ガラリへの給排気ダクト接続

煙感知器連動防火戸用煙感知器

排煙防火ダンパ－

煙感知器連動防火戸

備 考

工事区分 施工対象工事は，次表により区分する。

(622.93) ㎡

(1,492.87) ㎡

(1.3.11)

名 称 摘 要

項 目

区 分

作成方法 標準仕様書による。

建具改修

内装改修

塗装改修

上記表の１から９のいずれかの資格

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：図面枠の記載による。 ファイル形式：ＪＷＷ

ボ－ド切込、墨出し

照明器具、空調吹出

口、給排気ガラリ等

基礎共

ボイド等

一般特記事項

総 則



係

長

図面名称

補

佐

工事名称 図面番号

課

長

縮 尺 図面作成

担

当

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事

建築工事特記仕様書（２） －

特－２

平成22年11月

・不要 ・要

(7.9.2)

耐火被覆材の

種別及び性能

(7.10.3)

アンカーボルト

等 の 設 置

アンカーボルト等の設置

d 無収縮モルタルの圧縮強度 ・４５（Ｎ／ ）以上

e 無収縮モルタルの仕様 ・指定製造所の仕様による。

その他部位 ・Ａ種 ・Ｂ種

c 柱底均しモルタルの工法 主要構造部 ・Ａ種 ・Ｂ種

及び埋込み工法 その他部位 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

b アンカーボルトの保持 主要構造部 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

a アンカーボルトの役割 ・構造用 ・建方用

７章 鉄骨工事

・

(2.2.2)

ベンチマーク 基準位置・基準床高さは既存建物に合わせる。

埋戻し及び盛土

(3.2.3)

種別 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種

建設発生土の処理

(3.2.5)

・構内指定場所に敷き均し

・構内指定場所にたい積

・(1.3.8)による

２章 仮設工事

３章 土工事

４章 地業工事

・鉛直載荷試験 ・水平載荷試験

地盤の載荷試験

杭の載荷試験

(4.2.3)

(4.2.4)

(4.3.1)

適 用 範 囲

・行う ・行わない

施工法

特定埋込杭工法

・プレボーリング根固め工法

・中掘り拡大根固め工法

・

・打込み工法

・打込み工法（プレボーリング併用）

・セメントミルク工法

(4.3.2)

材 料 種類

・ＰＨＣ杭

・ＳＣ杭

・ＰＲＣ杭

(4.6.2)

材 料 ・再生クラッシャラン ・切込砂利及び切込砕石

(4.6.3)

砂利及び砂地業

(4.6.4)

捨コンクリート地業

砂利及び砂地業の厚さ 100mm

捨コンクリート地業の厚さ 50mm

(4.6.5)

床 下 防 湿 層 適用 ・有 ・無

範囲 ・意匠図による

種類 ・ポリエチレンフィルム 厚さ 0.15 mm

５章 鉄筋工事

(5.2.1)

鉄 筋
種類の記号 径（mm） 適用箇所

・SD295A ・Ｄ16以下

・Ｄ19以上・SD345

組 立

(5.3.4)

継手及び定着
継手方法等

継手方法 径（mm）

柱、梁の主筋

その他

・ガス圧接 ・機械式継手

・重ね継手

・Ｄ19以上

・Ｄ25以下

(5.3.3)

(5.4.9)

圧接完了後の試験 ・超音波探傷試験 ・引張試験

６章 コンクリート工事

コンクリートの品質

単位容積重量(kg/ｍ3)

摘要

軽量コンクリートの気乾

ス ラ ン プ ( ｃ ｍ )

設計基準強度(Ｎ/mm2)

適 用 箇 所

種類
普通コンクリート

基礎(1F以下の部分) 左記以外の部分

24 21

(6.2.2)

気乾単位容積質量

(7.1.3)

鉄骨製作工場

施工管理技術者

(7.1.4)

・適用する ・適用しない

工場性能評価グレード Ｒ 以上の工場

(7.2.1)

鋼 材

a 形鋼、鋼板

・ＳＳ４００

・ＳＭ４００Ａ ・ＳＭ４００Ｂ ・ＳＭ４００Ｃ

・ＳＭ４９０Ａ ・ＳＭ４９０Ｂ ・ＳＭ４９０Ｃ

・ＳＮ４００Ａ ・ＳＮ４００Ｂ ・ＳＮ４００Ｃ

・ＳＮ４９０Ｂ ・ＳＮ４９０Ｃ

b 鋼 管

・ＳＴＫ４００ ・ＳＴＫ４９０

・ＳＴＫＮ４００Ｗ ・ＳＴＫＮ４００Ｂ ・ＳＴＫＮ４９０Ｂ

c 角形鋼管

・ＳＴＫＲ４００ ・ＳＴＫＲ４９０

・ＢＣＲ２９５（ＳＮ４００Ｂ）

・ＢＣＰ２３５（・ＳＮ４００Ｂ ・ＳＮ４００Ｃ）

・ＢＣＰ３２５（・ＳＮ４９０Ｂ ・ＳＮ４９０Ｃ）

・ＳＨＣ４００Ｂ（ＳＮ４００Ｂ） ・ＳＨＣ４９０Ｂ（ＳＮ４９０Ｂ）

d 軽量形鋼

・ＳＳＣ４００

a 高力ボルト

・トルシア形高力ボルト（Ｓ１０Ｔ）

・トルシア形スーパーハイテンションボルト（Ｓ１４Ｔ）

・ＪＩＳ形高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）

・溶融亜鉛めっき高力ボルト（Ｆ８Ｔ相当）

b 普通ボルト

・六角ボルト、六角ナット

c アンカーボルト

・ＡＢＭ４００ ・ＡＢＭ４９０

・ＡＢＲ４００ ・ＡＢＲ４９０

・ＳＳ４００ ・ＳＳ４９０

d スタッドボルト

・頭付きスタッド ・ねじ付き溶接スタ ッド

鋼材

ボルトの種類

デッキプレート

(7.2.7)

・工場２方向配筋床型枠

(7.3.2)

工 作 図 床書き現寸図の作成 ・作成する ・作成しない

原寸検査の実施 ・する ・しない

(7.3.10)

仮 組 ・ 実施しない ・実施する

a エンドタブ ・固形タブ ・鋼製エンドタブ

ただし、固形タブの使用が困難なときは監理者と協議すること

b 裏当て材 ・裏当て金 ・セラミック系裏当て材

(7.6.7)

溶 接 施 工

(7.6.11)

溶接部の試験 完全溶込み溶接部の非破壊試験の受入検査は下記による。（外観検査も含む）

a 試験の種類

b 試験の規準は、（社）日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。

・超音波探傷試験

c 工場溶接の検査率

・７.６.11の方法 ＡＯＱＬ ・２.５％ ・４.０％

検査水準 ・第６水準

・その他の方法 ・１００％

気

電

築 械

建

木

機 土

備 考

名 称 摘 要

項 目

区 分

同上煙道 鋼板製

独立煙突

制御盤主開閉器までの配管配線

〃 ③

Ｌ型・Ｕ型と管布設

消火ポンプ・制御盤

座板共連結送水口

〃 ②

制御盤以降の配管配線共

リレ－までの配管配線共

煙感知器連動防煙垂れ壁

上記①～③用煙感知器

屋内消火栓起動リレ－

屋内消火栓

同上接続（一次側）

自動火災報知器

道路側溝用排水

制御盤

煙感知器連動シャッタ－

配管・配線用ピット 蓋の切開共

同上避雷設備

同上表示灯及び起動装置

普通サイズ鏡

機械室の防音遮音処理

改め口

特殊サイズ鏡

コンクリ－トシャフト

天井フック

開口

二重床の配管・配線用

電動シャッタ－、

洗面カウンター

便所手すり

ガソリントラップ

取付共テレビアンテナ

壁・床等の補修

ダクト等の貫通部

ステンレス鋼板製

機器・配管取付後の

防火区画貫通部補修

グリストラップ及び コンクリ－ト製

モルタル充てん等

二次側。操作盤、押ボタン取付共

一次側

シ－ルド、防音、

接続まで

同上補修

自動扉の配線配管

同上用配管

同上配線配管、接続

同上用配線

据付共

一次側接続まで。ＳＷの取付・配線

現場製作

ピット内防水

各階出入口用開口

三方枠周囲の壁仕上

換気ガラリ共

シャフト内

天井フック、床シンダ－コンクリ

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、

〃

敷居取付け用持出し共

シャフト外

無響室等の内装

プレハブ型

同上用機械室

動力・照明用電源、

接地線引込み

サ－モスイッチ共

－ト、防塵塗料、搬入用等開口、

ピット内、機械室内

同上換気扇取設

同上補修

ＰＣ版の穴あけ

押出成形セメント板の穴あけ

ＡＬＣパネルの穴あけ・補修

区画貫通処理

区画貫通処理 モルタル充てん

モルタル充てん

コンセント設置

ユニットシャワー本体

非常用電話

〃

保守管理用タラップ、はしご

避雷設備

室内テレビ等吊金物 図示部分のみ

屋上

昇降機設備本体

法枠、モルタル吹付け

植栽

コンクリート擁壁

芝生、種子吹付け

1次側配線配管改修建物電気切り離し

改修建物機械機器切り離し 1次側配管

電気設備機器・配線等撤去
照明器具等

壁・天井と一体の電気配管配線の撤去

機械設備機器・配管撤去
壁・天井と一体の電気配管配線の撤去

衛生器具等

化粧カウンタ－は除く化粧用洗面器

図示による

普通コンクリート：2.3t/ｍ3

15 15

(6.14.1)

一 般 事 項

無筋コンクリート

適用箇所 ラップルコンクリート、捨コンクリート

a 耐火被覆材の種別、性能および施工箇所などは下記によるによる。

梁：半乾式吹付ロックウール t=25（１時間耐火）

柱：耐火塗装（1時間耐火）

アンカーボルト

(7.10.3) 高力ボルトすべり係数試験

柱、梁の主筋

下記以外

・床型枠用 ・ＳＤＰ２Ｇ

接地共

部 位

フリ－アクセスフロア等
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仕上塗料(露出の場合)

図 示

小庇、庇

９章 防水工事

８章 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ･押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 15章 左官工事10章 石工事

11章 タイル工事

12章 木工事

13章 屋根及びとい工事

14章 金属工事

16章 建具工事

溶接

図 示

（外部用建具は、FL+150まで、枠共にSUS製とする）

図 示

図 示

・

材質 ・JIS A 9511の押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bｽｷﾝ層付き

・引張接着性試験 部位

・簡易接着性試験

・Ｙ － ２

・Ｙ － １

ウレタン系塗膜防水の種別

シーリング材の種類，施工箇所

・Ｘ － １

・Ｘ － ２

種 別

シーリング材の

試験

接着性試験

(9.6.2)

防水層の種類

種別及び工程

(9.5.3)
施 工 箇 所

・間仕切壁パネル ・100・637 ・D種・E種・F種・G種

・屋根パネル

押出成形セメント板

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

押さえ金物の材質，形状寸法

厚さ ・３０ ・５０

・アルミニウム製，Ｌ－30×15×2.0程度

アスファルトの種類

・３種 ・４種

種別及び工程

防水層の種類

(9.2.3)

種 別

材 料

(9.2.2)

断熱材

材 料

(8.5.2)

施 工 箇 所

・50 ・60

・50 ・60

・50 ・60

・50 ・60

・フラットパネル

・60

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ(図示)

・60

・2354 ・3530

・ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ(図示)

・フラットパネル

・981

厚さ

・150

・100

・Ｂ種

・Ｃ種

取付け工法種別

・Ｂ種

・Ａ種

・外壁パネル

種 類

ブロックの種類

・型枠状ブロック－20

・空洞ブロック－16材 料

材 料

(8.4.2) ALCﾊﾟﾈﾙ

(8.2.2)

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

化粧有りのブロック

取付け工法種別

の 適 用 箇 所

・A種・B種・C種

単位荷重(N/㎡)

建築基準法の計算による

厚さ（mm）

・125

厚さ

(mm)

透水性

適用箇所

（特定ﾌﾛﾝを含まないもの）

・床パネル

・125

・150

平面詳細図による

平面詳細図による

(mm)

セメント系塗布防水の種別

種 別 施 工 箇 所

絶縁用シート

・フラットヤーンクロス70ｇ/㎡程度（断熱工法）

防水層の種類

種別及び工程

アスファルト防水

合成高分子系ルーフィングシート防水

保証期間

・アスファルト防水 ：・１０年 ・１５年

・セメント系塗布防水 ：・ ５年

・ステンレス防水 ：・１５年

・塗膜防水 ：・ ５年

・合成高分子ルーフィングシート防水 ：・１０年

・改質アスファルトシート防水 ：・１０年

・２０年（品確法適用の場合）

防水工事及びシーリング材の充填工事は、専門工事業者による責任施工とし、保証

埋蔵品収納箱 ：・本工事（・銅製 ・ステンレス製） ・別途工事

形状寸法（mm） ：・400×600程度 ・彫り込み文字：

仕上げ ：・本磨

石の種別 ：・花こう岩（外国産中級程度）

施工箇所

人造石・加工石

施工箇所

・施工図には、石材等の種類、厚さ、大きさ、仕上げ、割付け、取付け工法、取付け

定礎石

天然石

表面仕上げ材質
（幅×深さ）

目地寸法
厚さ 備考

表面仕上げ

金物及び他の工事との取合い等の詳細を記載する。

品質（産地、程度）
（幅×深さ）

目地寸法
厚さ 裏面処理 工法

(10.4.2)

材 料

(10.1.3) ・施工は石専門工事業者による。

又は仕上表の分類
準

標

・・

・・

・

・

・・

・・

・・

・・

き

・

記号

施工箇所
磁

（mm）
器

形状・寸法

・・ ・

・・

・・

・

・

・・ ・・

・・

・・

・・

・・

釉

無

薬

施陶せ

器

器

っ 釉

じ 釉

無有

役 物

・

・

・・

・・

備考（程度）

・ ・

・

・

・・

・・

無有特

注

見本焼色

施 工

施 工

・・ ・・ ・ ・・ ・・ ・

・

・

・

・

・

・ ・・ ・・ ・ ・・ ・・ ・

(11.3.3)

外装タイル

内装タイル

タイルの種類

タイル張りの工法

・改良圧着張り ・密着張り ・改良積上げ張り ・圧着張り

・改良積上げ張り ・壁タイル接着剤張り ・圧着張り

工 法

注）接着剤のホルムアルデヒド放散量：※F☆☆☆☆

表面仕上げ

(12.1.4) 表面仕上げの程度

・Ｃ種（自動機械かんながけ仕上げ）

・Ｂ種（中自動機械かんながけ仕上げ）

・Ａ種（超自動機械かんながけ仕上げ）

適用箇所

(12.2.1)

木 材

・松 ・杉 ・ひのき ・なら

・松 ・杉 ・ひのき

・杉、松下地材

樹種

造作材

構造材

区分 樹種

・使用可 ・使用禁止

・使用可 ・使用禁止

・使用可 ・使用禁止

代用樹種

(13.5.2)

材 料

防露材のホルムアルデヒド放散量：※F☆☆☆☆

・配管用鋼管ＪＩＳ Ｇ３４５２（配管用炭素鋼管）

・ＳＵＳ管

・硬質塩化ビニル管（カラーVP）

といの材種

・塩ビライニング鋼管（ＤＬＬＰ）

施工箇所（手すり，タラップ，建具以外）

・ＨＬ程度

・鏡面

・No.2B程度

種 類
全般（沓摺、面台、他）

・ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝ

・AA15

・AA15

・AA6

・AA6

種 類種 別

・Ｂ－２種（着色）

・Ｃ－１種（無着色）

・Ｂ－１種（無着色）

・Ａ－１種（無着色）

・Ａ－２種（着色）

・Ｄ種

・Ｃ－２種（着色）

・B

・B

施工箇所（成形板，笠木，建具以外）

－

種 別表面処理方法

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき
・Ｄ種

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種

施工箇所（手すり，タラップ以外）
外部鉄骨

野縁クリップもビスで固定する等の横滑り対策を行う。

適切にブレースを配置し、ハンガーはビス式等の開き止めを行い、

・有（※水平地震加速度1Gに対し、天井仕上材及び下地材が落下しないよう

・有（ ） ・無

屋外の軒天井､ピロティー天井等の補強：

・図示

・無

天井下地材における耐震性を考慮した補強：

隅角部及び突当り部等の役物：・笠木製造所の仕様 ・

・Ｄ 種 （化成皮膜の上に塗装）

・Ｂ－２種 （着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・Ｂ－１種 （無着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・Ａ－２種 （着色陽極酸化皮膜）

・Ａ－１種 （無着色陽極酸化皮膜）

・図示

施工箇所

・３５０形

・３００形

・２５０形

種類 表面処理

アルミニウム製笠木

・ステンレス製
ＳＵＳ３０４

ＳＵＳ３０４

・ステンレス製

種 別

手すり及びタラップ

種 類

タラップ

手すり

・鋼製

・鋼製

・研磨なし

・ＨＬ程度 ・ＮＯ．２Ｂ程度

・

・ＨＬ程度

表面処理の種別

(15.4.2)

調合及び塗厚

セルフレベリング材塗り

種 類

・セメント・石膏系

施工箇所厚み

10㎜

(15.5.2)

材 料

仕上塗材仕上げ

仕上げの形状

・平たん状・複層塗材Ｅ
・凹凸状

種 類

仕上塗材

・複層

呼び名

吹付

備 考工 法 施工箇所

外壁

・外装薄塗材Ｅ（調湿型）
・凹凸状

・平たん状 吹付

簡易気密型ドアセットの気密性、水密性：・建具表による ・標仕による

・Ｓ-４（2000Pa） ・Ｓ-５（2400Pa）

鋼板の厚さ：・建具表による ・標仕による

・Ｓ-６（2800Pa）

めっきの付着量：・Ｚ12又はＦ12を満足するもの

鋼製建具

外部に面する鋼製建具の耐風圧性：

（１６.３.２）（１６.３.３）（１６.３.４）

性能及び構造

(16.3.2)

(16.3.3)

材 料

形状及び仕上げ

(16.3.4)

材 料

(16.5.3)

ステンレス鋼板の種類：・ＳＵＳ３０４

表面仕上げ：・ＨＬ仕上げ ・ＶＢ仕上げ

曲げ加工 ：・普通曲げ ・角出し曲げ

鍵

(16.7.4)

グランドマスターキー：・製作する（・3本） ・製作しない

コンストラクションキー：・製作する ・製作しない

マスターキー：・製作する（・３本 ・ ） ・製作しない

・押しボタンスイッチ ・フットスイッチ

スライディングドア：・建具表による ・標仕による（建具表に無い場合）

スイングドア ：・建具表による ・標仕による（建具表に無い場合）

・光電スイッチ ・タッチスイッチ ・ペダルスイッチ

・光線（反射）スイッチ ・音波スイッチ ・熱線スイッチ

センサーの種類：・マットスイッチ ・電子（電磁）マットスイッチ

自動ドア開閉装置

自動ドア開閉装置の性能値：

(16.8.2)

性 能

凍結防止装置 ：・行わない ・行う（ ）

機 構

(16.8.3)

（押え工法）

改質アスファルト防水の種別

種 別 施 工 箇 所

FRP防水の種別

種 別 施 工 箇 所

・ＦＲＰ防水 ：・１０年

・溶融亜鉛めっき処理

仕上塗材

・薄付け

アスファルト系塗膜防水の種別

150

段鼻タイル

・既製品アルミニウム製笠木（図示による）

・JIS A 9511の硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ
150×60×10

・Ｄ 種 （化成皮膜の上に塗装）

・Ｂ－２種 （着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・Ｂ－１種 （無着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・Ａ－２種 （着色陽極酸化皮膜）

・Ａ－１種 （無着色陽極酸化皮膜）

施工箇所

・50角型

・50丸型

嵌合型

種類 表面処理

アルミニウム製ルーバー

ﾎﾞﾙﾄ固定型

・60×120 （嵌合型 50丸型を対象）

（嵌合型 50丸型以外を対象）

・Ｄ 種 （化成皮膜の上に塗装）

・Ｂ－２種 （着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・Ｂ－１種 （無着色陽極酸化塗装複合皮膜）

・Ａ－２種 （着色陽極酸化皮膜）

・Ａ－１種 （無着色陽極酸化皮膜）

施工箇所

外壁-外壁

外壁ｺｰﾅｰ

表面処理

アルミニウム製既製品

床-床

天井-天井

外壁-外壁

外壁ｺｰﾅｰ

屋根-壁

内壁-内壁

種類 耐火仕様

床-床

天井-天井

耐火1時間

耐火1時間

耐火1時間

―

―

―

―

―

―

―

アルミニウム製床点検口 600×600 既製品 床仕上同材仕上げ

小蓋付きマシンハッチ 有効2400×1200 ステンレス目地タイプ 床仕上同材仕上げ

T-2仕様 詳細図示参考の他メーカー仕様による

アルミニウム製床ﾋﾟｯﾄ蓋 枠アルミニウム 蓋面鋼板の上床仕上げ同材仕上げ 巾300、250,、200

(11.2.1)

タ イ ル

見本焼き ・行う ・行わない

試験張り ・行う ・行わない

種 別 防水下地、寸法等

ルーフドレイン

・陸屋根用（・縦型 ・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

コンクリート下地用100φ

アルミニウム製天井点検口 450×450 既製品 天井仕上同材仕上げ

(9.6.5)

・シーリング材 ：・ ５年 ・１０年（品確法適用の場合）

床点検口

天井点検口

マシンハッチ

床ﾋﾟｯﾄ蓋

ステンレスの

(14.2.1)

表面仕上げ

(14.2.2)

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の 表 面 処 理

鉄鋼の亜鉛めっき

(14.2.3)

工 法

(14.4.4)

(14.7.2)

材 料

手 す り

(14.8.2)

タラップ

(14.8.3)

目隠しルーバー

ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ金物

既設マスター合せをすること。

種 類 表面形状

(9.4.3)

種 別 厚み

Ｓ－Ｆ1 1.2㎜ カラー

施 工 箇 所

材 料 ・被着体に応じたものとし，表9.6.1を標準とする

に関する資料を監督職員に提出する。保証期間は下記による。

鋼管製といの防露：天井内

(16.2.2)

性 能 及 び 構 造 外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

枠の見込寸法(mm)

・Ｃ種

・Ａ－４ ・

・Ｗ－５ ・

・Ｂ種

・Ｓ－５ ・

・Ａ種

・Ｓ－４ ・

・Ａ－３ ・

・Ｗ－４ ・

・ ７０ ・１００

(16.2.4)

形状及び仕上げ

表面処理

種 別

・Ｂ－２種(・ブラウン系 ・ブラック ・ステンカラー)

・Ｂ－１種

建 具

外部に面する建具

屋内の建具 ・Ｃ－１種

・Ｃ－２種(・ブラウン系 ・ブラック ・ステンカラー)

INAX 新段鼻ﾀｲﾙ

ﾀﾞﾝﾄｰ 磁器階段ﾀｲﾙ
・１００ ・



工事名称 浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事 図面番号

図面名称 縮 尺 － 図面作成 平成22年11月

課

長

補

佐

係

長

担

当

建築工事特記仕様書（４）

特－４

18章 塗装工事

19章 内装工事

図示：NC
東リ㈱ ﾌﾛｱﾘｭｰﾑｿｲﾙﾄﾞ

形式及び機構

(16.10.2)

耐風圧性能区分：・５０（内部） ・８０ ・１２０ ・

感知器連動の防火又は防煙シャッターの危害防止装置：

防火防煙以外のシャッターケース：・設ける ・設けない

・障害物感知装置 ・二段降下装置 ・

重量シャッター

シャッターの開閉形式：・手動式 ・上部電動式

耐風圧性能区分：・５０ ・６５ ・８０ ・

形式及び機構

(16.11.2) 軽量シャッター

(16.13.2)

材 料

シート状シャッター 避難口付き電動巻上げ型

特定防火設備（危害防止装置付） 大臣認定品

合成樹脂調合ペイント塗り

・Ａ種（継目処理）・Ｂ種（その他）

・Ａ種（屋外） ・Ｂ種（屋内） ・Ｃ種（屋内水系）

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種（屋内水系）

・Ａ種（鋼製建具） ・Ｂ種（その他）

塗装面

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・Ａ種（見掛かり） ・Ｂ種（見隠れ）

工程種別

・モルタル及びプラスター面

・コンクリート及びＡＬＣパネル面

・せっこうボード及びその他のボード面

塗装面

塗装種別

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

塗料の種別

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種・Ｂ種

（表１８.２.４）

（表１８.２.５）

（表１８.２.６）

（表１８.２.７）

種別

・Ａ種（不透明塗料塗り）

・Ｂ種（透明塗料塗り）

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種

・Ａ種・Ｂ種・Ｃ種

・鉄鋼面

・木部

・亜鉛めっき鋼面

素地ごしらえ

素地

（表１８.２.１）

（表１８.２.２）

（表１８.２.３）

材 料

(18.1.3)

(18.2.2～7)

素地こしらえ

(18.3.2)

塗料種別

錆止め塗装塗り

(18.3.2)

・鉄鋼面

・亜鉛めっき鋼面

・木部

・木部

塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

種別

塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

種別
クリヤラッカー塗り

(18.5.2)

アクリル樹脂系非水

(18.7.1)

分散形塗料塗り

塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

種別

塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

種別

アクリル樹脂エナメル

塗り（AE）

(18.8.2)

（CL）

（図中AP）

(18.4.2)

ＳＯＰ

・コンクリート及び押出成形セメント板面

2液性ポリウレタ ン

エナメル塗り（2-UE）

(18.9.2)

エナメル塗り（2-FUE）

常温乾燥形フッ素樹脂

(18.11.2)

種別塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種
・ 押出成形セメント板面

エマルションペイント

つや有り合成樹脂

塗り（EP-G）

・ コンクリート､モルタル､プラスタ ー､

せっこうボード､その他のボード面等

種別塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

エマルションペイント

合成樹脂

塗り（EP）

(18.13.2)

・Ａ種 ・Ｂ種
・ コンクリート､モルタル､プラスタ ー､

せっこうボード､その他のボード面等

塗装面 種別

(18.15.2)

エマルションペイント

合成樹脂

模様塗料塗り（EP-T）

・ コンクリート､モルタル､プラスタ ー､

せっこうボード等（屋内）

・ 鉄鋼面及び亜鉛めっき面 （屋内）

塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

・Ａ種 ・Ｂ種

種別

(18.16.2)

塗り（UC）

ウレタン樹脂ワニス

・木部

塗装面

・Ａ種 ・Ｂ種

種別

屋内水系塗料塗り

(18.19.2)

※ 特殊塗料塗りの下地処理、規格、工程等については、製造会社の仕様による。

種類施工箇所 備考特殊塗料塗り

ビニル床シート張り

仕上表の分類記号

施工箇所又は
色柄

・柄物

・無地

種類の記号

・ＮＭ ・ＮＣ

・ＮＦ ・ＮＯ ・２．５

・２．０

厚さ（mm） 備考（程度）

継目処理（熱溶接工法）：・適用する ・適用しない

(19.2.2)

・ＮＭ ・ＮＣ

・ＮＦ ・ＮＯ

・無地

・柄物 ・２．５

・２．０

・ＮＦ ・ＮＯ ・柄物 ・２．５

・ＮＭ ・ＮＣ ・無地 ・２．０

・ＮＭ ・ＮＣ

・ＮＦ ・ＮＯ

・無地

・柄物

・２．０

・２．５

材 料

(19.3.2)

材 料
敷き方パイル形状

施工箇所又は

仕上表の分類記号 （mm）

総厚さ 寸法

（mm）
備考（程度）

タイルカーペット

(19.4.2)
合成樹脂塗床

備考（程度）種別 仕上げの種類
仕上表の分類記号

施工箇所又は

塗料のホルムアルデヒド放散量：※F☆☆☆☆

材 料

フローリング張り(19.5.2)

施工箇所 品名 樹種 工法 厚さ及び大きさ 仕上げ 備考材 料

・１５㎜・モルタル ・ＵＣ・なら

・図示 ・フローリングブロック ・ＯＳ・バンブー

・ワックス

・なら ・ＵＣ・モルタル ・１５㎜

・カリン・図示 ・フローリングボード ・ＯＳ

・ワックス

接着剤のホルムアルデヒド放散量：※F☆☆☆☆

(19.7.2～3)

せっこうボード、その他ボード及び合板張り

材 料 材種 厚さ（mm） 性能 工法 備考

工 法 ・石膏ボード（GB-R） 不燃12.5

準不燃9.5

・不燃積層石膏ボード（GB-NC）

・普通硬質石膏ボード（GB-H）

直張突き付け・化粧石膏ボード（GB-D） 9.5 準不燃

・ケイカル板（FK）

・ロックウール吸音板 9.0 不燃 突付け

せっこうボードの素地ごしらえ：・Ａ種 ・Ｂ種

・１級 ・２級 ・ 級

・１級 ・２級 ・ 級

・１級 ・２級 ・ 級

・１級 ・２級 ・ 級

仕上表の分類記号
備考（程度）防火性能材質材 料

施工箇所又は

(19.8.2) 壁紙張り

20章 ユニット及びその他工事

(20.2.2)

・電動式

・手動式

・部分電動式

操作法による種類施工箇所 表面材の材質 遮音性 備考（程度）表面仕上げ

フリーアクセスフロアー
施工箇所 耐荷重性能寸法（mm）材種 床高（mm） 備考（程度）耐震性能

(20.2.4)

移動間仕切

トイレブース

(20.2.5)

施工箇所 脚部のタイプパネル表面材 備考（程度）

（２０.２.５）

(20.2.6)

階段滑り止め
施工箇所

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

・接着

・埋込み

・無

・

・３５ ・有

幅（mm）材種 タイヤ 備考（程度）取付け

非常用進入口等の表示：・適用する ・適用しない

室名札，ピクトグラフ，案内板等

形状種類 材質寸法 取付け形式印刷等の種別

ガラススクリーン衝突防止表示の形状：・円形

(20.2.10)

表 示

ナカ工業
ﾊｲｽﾃｯﾌﾟ・ｽﾘﾑ 同等品（端部ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ）

施工箇所

・図示による

・メラミン化粧合板 ・ステンレス巾木 小松ウォール標準品

ブラインド

(20.2.13)

施工箇所 種類形式 スラットの材種 スラットの幅

(20.2.13)

カーテン及び

カーテンレール

施工箇所 操作方式

・引分け

・片引き

形式

・ダブル

・シングル

・電動

・手動

引分形式 備考

カーテンレール

施工箇所 材質 備考レールの形状

幅×高さ

・アルミニウム製 ・Ｖ型吊りレール

・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（・ＲＥＰ－ＶＵ）

材種：・遠心力鉄筋コンクリート管 ・硬質塩化ビニル管（・ＶＰ ・ＶＵ）

呼び径：・図示

管の種類：・図示

21章 排水工事

排水管
(21.2.1)

排水管

(21.2.2)

㈱タジマ ﾊﾟｰﾏﾘｭｰﾑﾓﾝﾃ
ﾛﾝｼｰﾙ工業㈱ ﾛﾝﾘｳﾑﾅﾁｭｰﾙ

強化ガラス

材料板ガラスの種類 材料板ガラス

フロート強化ガラス ・フロートガラス ・熱線吸収フロートガラス

・磨き板ガラス ・熱線吸収磨き板ガラス

板強化ガラス

熱線吸収板ガラス

材料板ガラスの種類 厚さ(mm) 色 調

・熱線吸収フロート板ガラス ・ブルー ・グレー ・ブロンズ

・グリーン

熱線反射板ガラス

種 類 材料板ガラスの種類 反射皮膜の使い方日射熱遮へい率の区分 色 調

・熱線反射ガラス

ガラス

・高性能熱線反射

・フロートガラス ・１種

・２種

・３種

・内面

・外面

・ブルー

・グレー

・シルバー

・ブロンズ

映像調整

・行う

塗料は，ホルマリン不検出のものとし,有機溶剤の含有の少ないものとする。

防火材料の指定

・屋内の壁,天井仕上げは防火材料とする。

・コンクリート､モルタル面等（屋内）

・コンクリート､モルタル面等（屋外）

(18.8.1)

突付けV目地継目処理

突付け

(19.9.3)

断熱材現場発泡工法

種 類 厚さ(mm) 施工箇所

・Ａ種１

・Ａ種２

・Ａ種３

・２５

断熱材現場発泡工法

上記保温材は,特定フロンを含まないものとする。

屋根、壁

・１５

ガラススクリーン衝突防止表示の寸法：・φ30 ＠450

ガラススクリーン衝突防止表示の材質：・SUS304

側溝、排水桝等
グレーチング

・ステンレス製

施工箇所

・

・鋼製

材質

・

寸法（mm）

・Ｔ－６

・Ｔ－２０

・Ｔ－１４

・Ｔ－２

耐荷重

鋳鉄製格子蓋

備考

一般部 ・ 300×300×15
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基礎臨床研究棟
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付属図書館

光量子医学研究センター
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25
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福利施設棟

65

257

257

257

257

152

152

152

東名高速 浜松IC

浜松医科大学

PA

PA

東名高速

65

45

65
計画敷地

N

N

サイクロトロン棟

PET-CT棟

敷地：静岡県浜松市東区半田山１丁目２０番１号案 内 図 全体配置図 1/2000

詳細配置図 1/500 探索的臨床研究施設

国際交流会館世帯棟

職員宿舎

国際交流会館単身棟

基礎臨床研究棟

ＲＩ動物実験施設

看護学科棟

光量子医学研究ｾﾝﾀ-

薬草園温室

福利施設棟

附属図書館

看護師宿舎

エネルギ－センタ－

駐車場

野球場

臨床研究棟

２号棟

３号棟

Ａ棟

Ｂ棟
Ｃ棟

Ｄ棟

Ｅ棟

Ｆ棟

Ｇ棟

Ｈ棟 Ｉ棟

Ｊ棟

Ｋ棟

１号棟

旭ヶ丘団地

（第１種中高層住専）

管理棟

武道館

教職員宿泊所

六所神社

テニスコ－ト

駐車場

民有地

附属病院

特高変電所

病棟

（第１種中高層住専）

職員宿舎

師長棟

看護師宿舎

慰霊塔

駐車場

（第１種中高層住専）

サッカ－コ－ト

そめんじ川

体育館

半田町公会堂

（第１種中高層住専）
半田団地

保育所

民有地

歩廊

主要出入口

駐輪場

Ｂ駐車場
(68台)

(301台)

市道積志半田線 Ｗ２０．０ｍ

Ｄ駐車場

Ｃ駐車場

講義実習棟

臨床講義棟

弓道場

廃液処理施設

廃液処理施設分析室

多目的ﾎｰﾙ

中央診療棟

MRI-CT棟

ﾗｲﾅｯｸ棟

看護師更衣室ごみ置場

立体駐車場(1)

立体駐車場

水泳ﾌﾟｰﾙ更衣室

危険物薬品庫

課外活動施設

外来棟

きたやぶ川支流

半田団地

浜松日体中高
浜松工高

免許センター
浜北署

半田橋 内野入口

有玉北町

赤松坂

大島町西

流通元町 東区役所

笠井中

大瀬小

積志小

積志中

有玉小

有玉グラウンド

工業用水
浄配水場

有玉団地

遠州鉄道

遠州上島

遠州鉄道

自動車学校前

さぎの宮

積志

遠州鉄道
遠州西ヶ崎

半田町

半田北

日体高東

500M

中郡小

中郡中

与進北小

与進中

与進小

馬堀川
水辺の
公園

初生小

Ｎ

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

第１種中高層住居専用地域 第２種中高層住居専用地域

本 工 事 建 物
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Ａ － ２
A1版 1/100

A3版 1/200

喫茶室増築部床面積

既設喫茶室改修部床面積

喫茶室合計床面積

面 積 表

7.0mｘ5.55m＝38.85

▲1.1mｘ0.16m＝▲0.176

8.76mｘ5.785m＝50.6766 ㎡

㎡

㎡

計 50.5006 ㎡

㎡89.3506

1

2

3

有効排煙面積

0.9ｘ0.76ｘ2＝1.368

0.97ｘ0.76＝0.7372

計 2.105 ㎡

判 定

O K

㎡

判 定

O K

有効換気面積

0.9ｘ2.36ｘ2＝4.248

0.97ｘ2.36＝2.2892

計 6.5372

1/50必要排煙面積

89.35÷50＝1.787 ㎡

必要換気面積 1/20

89.35÷20＝4.4675 ㎡

3

2

1

8.76m

5
.
7
8
5
m

0
.
1
6
m

1.1m

5
.
5
5
m

7.0m

求積図 1/100

アルミ笠木

コンクリート打放シ アルミ

100

100

VP100Φ カラー

コンクリート直押エ

ビニル床シートｔ=2.0 PBt=12.5+9.5 EP-G（LGS50下地) PBt=12.5 EP-G（GL工法)コンクリート直均し下地

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.2 カラートップ吹付

床 コンクリート打 モルタル金ゴテ

増築部 押出成形セメント版 t=60 耐候性塗料塗り

100

100

コンクリート直押えの上 合成ゴムシート防水 着色仕上 アルミ

VP100Φ カラー

スチール

ビニル床シートｔ=2.5（撤去）

100

既存部 複装塗材Ｅ塗替え

ビニル床シートｔ=2.5

コンクリート打放し 複装塗材Ｅ

パラペット:防水モルタル金ゴテ

ビニル床シートｔ=2.5（撤去）

内 部 仕 上 表

屋 根

外 壁

水 腰

テ ラ ス

建 具

樋

外 部 仕 上 表

床
Ｈ

巾 木 壁 天 井 備 考

喫 茶 室

食 堂

2500

2500

階

１

階

ビニル巾木

ＣＨ

化粧石膏ボード t=9.5（LGS下地）

ロックウール化粧吸音板t=9 + 捨張り石膏ボード t=9.5（LGS下地）

内 部 仕 上 表

屋 根

外 壁

外 部 仕 上 表

床
Ｈ

巾 木 壁 天 井 備 考

喫 茶 室

廊 下

2500

2500

階

１

階

ビニル巾木

ＣＨ

増 築 後 仕 上 表

現 況 仕 上 表

ビニル巾木

建 具

樋

化粧石膏ボード t=9.0（LGS下地）（撤去）

化粧石膏ボード t=9.0（LGS下地）（撤去）

ＥＰ－Ｇ（新設建具取合部） モルタル金ゴテ補修 の上 ＥＰ－Ｇ（新設建具取合部）モルタル金ゴテ補修の上ビニル床シート t=2.5張り（新設建具取合部）

石膏ボード t=9.0下地 軽量骨材塗材（既存のまま） 2700
食 堂

室 名

廊 下

室 名

目地 棒 天井点 検口 450角

廻 縁

塩 ビ

SUS FB-6ｘ 25 HL

鉄 骨丸 柱耐 火塗 装（１ 時間 耐火 ）

廻 縁

塩 ビ

天井点 検口 600角

ＥＰ

既設のまま

塩 ビ

塩 ビ

塩 ビ

ケイカル板 t=6+6(LGS75下地) ＥＰ

庇

ステンレス流シ台 L=1050 面台 SUS t=0.8

アル ミ庇 D=900 L=3000（ア ルミ 軽量 ひさ し 内部 発泡 ポリ スチ レン 装着 先 端R形状 シルバ ー色 ）

流シ台裏 ケイカル板 t=6(LGS75下地)

（既存部一部モルタル補修）

既存モルタル部 塗替 ＥＰ－Ｇ

ステンレス流シ台 L=750、ＳＵＳスクリーン、木製カウンター、垂れ壁

ホワイトボード

掲示板ケイカル板 t=6+6(LGS75下地) 内装薄塗材 Ｅ

モルタル金ゴテ 内装薄塗材 Ｅ

モルタル金ゴテ 内装薄塗材 Ｅ

モルタル金ゴテ ＥＰ

求積図、面積表
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担
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既設1階平面図 1/50

既設1階平面図、詳細図

2F梁抱 きコ ンク リー ト部

2F梁抱 きコ ンク リー ト部

15 250

1
,
3
4
0

2F梁

コン クリ ートは つり 撤去 部

〃

GL

5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0
1
0
0

タイ ル貼

タイ ル貼

≒
3
5

≒ 185

500

C O N 階 段 詳 細 図 1 / 2 0

2 F 梁 C O N は つ り 部 詳 細 図 1 / 2 0

3
0
0

( CON立上 W≒200 H≒ 70共 ）

は つり 撤去

120

ア ルミ 手摺 H=1100 撤 去

≒5,350 ≒ 2,550
は つり 撤去

取外 し 再取 付取 外し 再 取付

壁:RC+モ ルタ ル撤 去

※室 外機 移設 は設 備工 事

(仕 上タイ ル共)

CON階段 撤去

SUS流 し台(L=750)撤去

喫 茶室 床:ビニ ル床 シー トt=2.5撤去
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ビ ニル 床シ ートt=2.0貼 替

押出 成形 セメ ント 板t=60

PBt=12.5+9.5 EP-G

LGS50下 地

5
0
0

アル ミ t=1.5

モ ルタ ル金 ゴテ EP-G

(既 存モ ルタ ル下 地)EP-G塗 替

既 存

(LGS下 地共)

化粧 石膏 ボー ド t=9.5

化粧 石膏 ボー ド t=9.5 張替

面 台

ビニ ル床 シー トt=2.0貼替
ビニ ル床 シー トt=2.0貼替

ビ ニル 床シー トt=2.0貼 替

ステン レス

70130

2
,
3
6
0

1
5 2
5

40

130
25

1
0
0

P L-1.6 SOP
カーテンBOX

耐 候性 塗料 塗り

≒300
壁断 熱材

壁断 熱材

発泡ウ レタ ン t=15
発 泡ウ レタ ン t=15

ビ ニル 巾木 H=100

90

アル ミ見 切

15ｘ10

食堂

9
3
0

7
0

1
,
0
0
0

1
,
1
0
0

4
0
0

1 0ｘ 10

3
0

3
0

L GS下地 やり替

15ｘ 10

塩 ビ廻 縁

LGS75下 地

塩 ビ廻 縁

壁 断熱 材

発 泡ウ レタ ン t=15
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浜松医科大学福利施設棟増築設計業務担
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設計業務名

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事 Ａ － ８課

長

補

佐
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高 橋

日 付 製 図
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A1版 1/50

A3版 1/100

展開図

LGS50下 地
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喫茶室
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モ ルタル 金ゴ テ
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4
0

2
,
3
6
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3,940

350 6,300 350

５a ４a

1,450

スチ ールパ ーテ ィシ ョン

アル ミ巾 木

(既設)

アル ミ巾 木

アル ミ枠

EP-G塗 替
(既 存モ ルタル 下地)

EP-G

EP-G塗替

1,200
(一 周)

パ ネル

(既 存モ ルタ ル下 地)

流し 台 L=1050

SUS t=0.8

9
3
0

ス テン レス

ビニ ル巾 木 H=100

PBt=12.5+9.5 EP-G

PBt=12.5+9.5 EP-G

LGS50下地

ビ ニル 巾木 H=100

アル ミ巾 木

PBt=12.5(GL工法)EP-G

ビニ ル巾木 H=100

PBt=12.5+9.5 EP-G

ビ ニル 巾木 H=100

EP-G

モル タル 金ゴ テ EP-G

PL-1.6 SOP

PL-1.6 SOP PL-1.6 SOP PL-1.6 SOP PL-1.6 SOP

EP-G塗替(既存 モル タル 下地)

EP-G塗替(既存 モル タル下 地)

ビ ニル 巾木 H=100

LGS50下 地

PL-1.6 SOP
カーテンBOX

カーテンBOX カーテンBOX カーテンBOX カーテンBOX

巾木 EP-G 塗替

巾木 EP-G 塗 替

枠 SOP塗 替

桧100ｘ 25 SOP 桧 100ｘ 25 SOP
桧 100ｘ 25 SOP

桧 100ｘ 25 SOP

PBt=12.5(GL工法)EP-G

4,775

1,525 1,2251,450 4,775

1,525

既設 手洗い

[一 周]

柱 型

100100100

1
0
0
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A1版 1/50
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天井伏図

天井点検口(450角)

照明器具(150φ)

スピーカ(200φ)

照明器具(400x400) １２箇所

４箇所

１箇所

４箇所

２箇所

３箇所

天井開口補強 凡例 天井点検口 凡例

[開口補強共］

空調機(950x950)

空調換気扇(770x770)

凡例

天井撤去部を示す。

アルミW150
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喫 茶室

廊 下

食 堂

増築後天井伏図 1/50
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230

既存天井伏図 1/50

天井点検口(600角)

[開口補強共］

３箇所

廊 下

CH=2500

CH=2500

喫 茶室

ELV

ELV機 械室

天井点検口600角撤去

天井点検口600角撤去 天井点検口600角撤去

化粧 石膏ボ ード t=9.5撤 去(LGS下 地共)

化 粧石 膏ボ ード t=9.5撤 去(LGS下地 共)

カーテンBOX撤去

タ レ壁 撤去 ミガキ 網入 りH=300

PL-1.6 SOP

PL-1.6 SOP

PL-1.6 SOP

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

≒ 300

(LGS下地 やり 替え)

アル ミ庇 D=900 L=3000

アル ミ小 庇 t=1.5

アル ミ小 庇 t=1.5

ア ルミ 小庇 t=1.5

(既 存部LGS下地 やり 替え)

(増 築部LGS下地 新規)

化粧 石膏ボ ード t=9.5

ロッ クウ ール化 粧吸 音板t=9+捨張 り石 膏ボー ドt=9.5

ロ ック ウー ル化 粧吸 音板t=9+捨 張り 石膏 ボー ドt=9.5
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Ａ － １ ０

浜 松 医 科 大 学 施 設 課

姿 図

符 号

室 名

硝 子

備 考

金 物

仕 上

材 種

形 態

見 込

個 数

姿 図

符 号
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長

設計業務名

既存壁一部撤去による開口部の新設要領

あと施工アンカ－200

12da以上

2
0
0

4
0
0

新設開口部

開口補強筋

1-D13
既存鉄筋

4
0
0

12da以上

あと施工アンカ－開口補強筋

1-D13

あと施工アンカ－は接着系とする。

既存鉄筋

200

既存床一部撤去・復旧要領

既存鉄筋ﾊﾂﾘ出し
D10 @300ｼﾝｸﾞﾙ

D10 @300ｼﾝｸﾞﾙ

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

(3) べた基礎
１．一般事項

ハンチを付けた場合(a≧3)

2
(5) 鉄筋のあき(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用し、特記無き事項は「国土交通省大臣官房官庁 図の 印の鉄筋の重ね継手の

a
末端にはフックが必要丸鋼では径、異型鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

1

1, 耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

L
2
o
r

L
3

粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25以上

但し上端と下筋を読みかえる4
0
(
※

）

間隔間隔 2, ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする柱
(2) 記号 ≧

1
5
d

3 , ②の鉄筋はD13以上

7
0L2異型鉄筋 丸 鋼

d･･･異形棒鋼の呼び名に用いた数値 丸鋼では径 D･･･部材の成 R･･･直径 あき 4, 埋戻し土のある場合は（※）を70とするあき

d d 1d0d 0
@･･･間隔 r･･･半径 C･･･中心線 l0部材の内寸法距離 h0･･･部材間の内法高さL (a-fに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。)(6) 鉄筋のフック

ST･･･あばら筋 HOOP･･･帯筋 S.HOOP･･･補強帯筋 φ･･･直径又は丸鋼
(4) 基礎接合部の補強c，煙突の鉄筋a，丸鋼 b，あばら筋,帯筋

梁
d，柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照) 3

-
D
1
3

L 1

L2e，単純梁の下端筋 ＊ ＊ ＊ ＊

２．鉄筋加工、かぶり L
2

L
2

L
2

f，その他、本配筋標準に記載する箇所 点線部は壁の改修を考慮しフックが望ましい

＊D13@200ﾀﾃﾖｺ

H ＊
＊W 1(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

2-D16以上

折まげ角度90°はスラブ筋、壁筋 500＜H≦100045°～60°折曲げ角度 180○ 135○ 90○

＊印筋はD10-＠ 200とするの末端部またはスラブと同時に
（採用する杭種別を明記し、詳細および下記寸法 a～d は設計図書の特記による。）３．杭打ち込むT形およびL形梁のキャッ 300

d d d プタイにのみ用いる。

キャッ プタイ
d L1R R (1) PC杭、又はPHC杭全てに補強を行うR

図

梁
幅

W 1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とする8
d
以

上

余
長

埋込み方式主筋定着方式 中詰め補強方式
余長 H≦500は＊印筋は不用とする余

長
中詰め

8d以上(※4d以上)6d以上(※4d以上) 補強筋鉄筋の余長 4d以上

ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ

d折曲げ内法寸法R SR235 : R≧ 3d d

aSD295A･SD295B･SD345 : (D16以下)R≧3d、(D19以上)R≧4d

SD390 : R≧ 5d ※片持スラブ、L配筋の先端

a a

基礎下面基礎下面 （梁主筋カットオフ位置は設計図書の特記による。特記のない場合は下図による。）５． 地中梁基礎下面

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状 鉄筋折り曲げ角度90°以下 中詰め 中詰め

ｺﾝｸﾘｰﾄ (1) 独立基礎、杭基礎の場合(定着、継手)ｺﾝｸﾘｰﾄ

b

鉄筋の使用箇 鉄筋の径によ 鉄筋の折曲げ c b図 鉄筋の種類 φ φる区分 内の寸法(R)所による呼称
外 端 部 内 端 部

16φ
d l0以下 帯筋3d以上帯 筋 SR235、SD295A φD16

l 0/4 l 0/4l0/2あ ば ら 筋
19φ ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟ ﾊﾟｲﾙｷｬｯﾌﾟR

15dSD295B、 SD345 以上 15d4d以上スパイラル筋 L1D19 （継手範囲) L
1

L
1

(2) 現場打ちコンクリート杭
16φ

以下 4d以上 (5d以上)
CD16 LSR235、SD295Ad

上記以外の 19φ～25φ L 1R 6d以上 (6d以上) 杭頭処理SD295B、 SD345
CD19～ D25 L鉄筋

( )内はSD390 28φ～32φ
8d以上 (8d以上)

D29～ D38
L 14

5
d

L 1

重
ね

継
手

破り折り部分( 3) 鉄筋 の 定着 及 び重 ね継 手 長さ （ 定 着 長 さは 設 計図 書に よ る。 特 記の 無 い場 合 は下 記に よ る）

(2) 布基礎、べた基礎の場合(定着、継手)定 着 の 長 さ 8
0
0
～

1
0
0
0

普通、軽量コン

内 端 部外 端 部特別の定着及び 柱
主

筋
4
0
d

クリートの設計

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

l0HOOP筋の継手は片側溶接下ば筋 (L 3)鉄筋の種類
重ね継手の長さ基準強度の範囲 10d又は重ね継手40d l0/4 l0/2 l 0/41

0
0
以

上

一般 (L2)
L 1スぺーサー(L1) 20d 20d(N/㎜ 2) 小 梁 スラブ

フラットバー@3,000 （継手範囲)
(各4ヶ所)

20d または へりあき200以上
24 ～ 27 30d または 20d フックつき 35d または 25d フックつき 主筋のかぶりはSD295A 10d フック 10d かつ

100以上とする

L
1

杭間隔は2xφかつφ+1000以上SD295B 15cm以上つき φ21 35d または 25d フックつき 40d または 30d フックつき

L1L
1 15d 15d

35d また は 25d フックつき 40d または 30d フックつき20d または
24 ～ 27

(40d または 30d フック つき) 10d フック 10d かつSD345 (45d または 35d フックつき) (3) 鋼 管 杭

35d また は 25d フックつき 15cm以上( )内はSD390 つき
21 45d または 30d フックつき L1

(40d または 30d フック つき)
杭頭補強筋 上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

継 手
b杭頭ｷｬｯﾌﾟ

1, 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない
肉盛溶接

鉄骨柱D2, 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする a a

(3） 小規模鉄骨構造の柱脚固定の配筋

基礎下面 基礎下面3, 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする
3-D13 以上H O O P

埋込型 根巻き型4, D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない
φ φ

地中梁の主筋、スタッドボルト(スタッド
5, 鉄筋径の差が5㎜を超える場合は、圧接としてはならない

ジベル)による、おさまりに注意する
ガス圧接形状

鉄骨柱D圧接面 圧接面 圧接面
3㎜以下

3-D13 以上H O O P

@
1
0
0

H
O
O
P

H
形

鋼
(
3
D
)

地中梁上端 筋 角
形

鋼
管

(
3
D
)

d dθ d d d/5以下1.4以上 B.PL下端４．基 礎
θ＞80°

3
0
～

5
0

(1) 直接基礎 (2) 杭 基 礎
地中梁下端筋Ｄ13＠300 (ハカマ筋） H

O
O
P

@
1
5
0

d/4以下1.1d以上

@
1
5
0

H
O
O
P

(
h
≧

2
D
)

柱近傍に重点配筋する場合は下図による 地
中

梁

地
中

梁

フック付
重ね継手(下図のいずれかとする) D13 埋

込
み

長
さ

h

圧接継手
L1 L 1 B.PL下端

D

1
5
ｄ

30～ 50
主筋 主筋

2
0
d
以

上

かぶり厚さd
1

d45°
主筋の40d以上かつ埋込み

L1 約 L 10.51.5 以上 型の埋込長さ以上とするLCaa≧ 400
最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ (a=min(3D,D+2d))部 位

(㎜) (㎜)

(4) せいの高い梁のあばら筋 (5) 水平ハンチの場合のあばら筋 (6) 側柱柱脚の補強屋根スラブ L1屋 内 30 20
(4) かぶり厚さ (単位：㎜) 床スラブ

(L1＜3Dの時は基礎内等間隔配筋） 加工要領図 加工要領図屋 外 40(1) 30(20)非耐力壁

はりひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、 屋 内 40 梁幅30土に接しない部分 ハンチハンチ柱
20d(両側)50(2)

屋 外 40(2)(30)耐力壁厚さが部分的に減少する箇所に付いても 余長4d Dが1500を超える場合 Ｕ形補強筋フック無し
D13擁 壁 50(3) 40最小かぶり厚さを確保する。

※2本巻き8
d

柱・はり・スラブ・耐力壁 50 40 (4)

1
土に接する部分

1
5
ｄ

6～ 8基 礎 ・ 擁 壁 70 60 (4)

2
0
d
以

上

(注） L
1

イ

DB L
2

a
’

(1）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事 監理者の承認を受けて30ｍｍとすることができる。梁
巾

※
2
本

巻
き

LC(2）耐久性上有効な仕上げのある場合、工事 監理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

(
a
'
=
m
i
n
(
3
B
,
B
+
2
d
)
)

柱 柱(3）コンクリ－トの品質及び施工法に応じ、 工事管理者の承認を受けて40ｍｍとすることができる。

8
d

梁
幅

ハ
ン

チ

(4）軽量コンクリ－トの場合は、10ｍｍ増し の値とする。

(
L
2
＜

3
B
の

時
は

基
礎

内
等

間
隔

配
筋

）

増
打

ち

かぶり厚さ
(5）( ）内は仕上げがある場合。 イ の拡大図 ※ 一般のあばら筋と同様のものを2本束ねる

(6）鉄筋加工時の被り厚さは、設計かぶり厚 さを採用し、最小かぶり厚さを下回ることのない柱かぶり厚さ
L1ようにする。

40d(片側)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図

営繕部監修公共建築工事共通仕様書」平成（２２）年度版に準ずる。

浜松医科大学福利施設棟喫茶室増築工事
鉄筋コンクリート構造配筋標準図

図 面 ＮＯ ．
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長
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1

1
0
0
以

上

25以上かつ

※

※

※

〈柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合〉

(注) f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース S：脚長 （単位 ㎜)

Ａ Ａ

平面詳細

Ａ

※

・Ｂ．Ｈ方式

断面

断面図

断面

※はりフランジは、通しダイヤ

ガス抜き

25以上

2
5
以

上

断面図

曲率半径

BCP325 3.5t±0.4t

BCR295 2.5t±0.5t 溶接不可域

(2) 異型隅肉溶接 (使用箇所に注意)

(1) 隅肉溶接

(3) 完全溶込み溶接 (平継手、T継手)

左図要領図参照

明記なき通しダイヤフラムは、SN490C、

φ=22

断面図

断面

回し溶接する

仕口軸組詳細図

形鋼の場合（柱貫通形式の場合）

St1S

S

t2

S/2

θ=60° θ=60°
G=0

S/2

t1

S/2 S/2

S S t2

はさみ板
棟部

θ=35°

3
2

1
2

12

7

R≦2
t

f

7 t

f

7

ｆ≦ｔ/4
θ=35°

4～6

FB-9x25 θ=35°

α

G=0～2(裏はつり後裏溶接)

f

R≦2

f

θ=45°

t

t

f

ｆ≦ｔ/4

裏はつり

2 D2
D1

θ=45°

α

ｆ≦ｔ/4
θ=35°

f

R≦2

4～6
断続

t

25

74～6 断続25

7

f

ｆ≦ｔ/4

α

t

f

f

f

t

θ=45°（55°）

R≦2

θ=60°

G=0～2

Ｔ形突合せ継手余盛

ｆ≦ｔ/4

3

3

2

2

3

3

2

1 ※

※
3

2

2

内ダイヤプレ－ト取付け要領図

t≦16㎜

t

S

6

6

9

7

12 14

10 12

16

9

t＞16㎜

t

S 11

19 22

13 15

25 28

17

32

19

ｆ≦ｔ/4

6＜t＜19㎜t

t t≧19㎜

・tはt1、t2の小なる方とする

ｆ≦ｔ/4

45≦α＜90°の場合

FB-9x25（斜め加工）

t＞19(60≦α＜90°の場合)

D1=2/3(t-2)
t≦19(45≦α＜90°の場合)

f≧0.5㎜(ただし、t≧15㎜

内ダイヤフラムの場合は柱

2
5

H

2
5
以

上

（SN490B)

止まりR

止
ま

り
R

1
0

内ダイヤプレ－ト

10

断続

ｔ

25

tは取り付く梁フランジの tは取り付く梁フランジの

tt

通しダイヤフラム 内ダイヤフラム

通しダイヤフラム

梁フランジ
内ダイヤフラム

梁フランジ

※

t1

G=0～2 (裏はつり後溶接)

a1

削り面

2.5

t2

クレーンガーター等の

（１）傾斜加工

t2

t1

a

t2

（２）Ｔ継手に準じた余盛

a＞10㎜ あるいは a＞t2/4 の場合

（３）なめらかに溶接

t1

a≦10㎜ かつ a≦t2/4 の場合

a

t

θ=45°6＜t＜19㎜

(裏はつり後溶接)

f

R≦2

G=0～2

6＜t＜19㎜ θ=45°

f

R≦2

G=0～2

t

G=0～2

t
f

f≧0.5㎜(ただし、t≧15㎜

(裏はつり後溶接) (裏はつり後溶接)

・角形鋼管の場合(梁貫通形式の場合）

・板厚が異なる突合せ溶接

・両側に補強隅肉溶接を付加する AAG

55＜α＜90°はθ=35°
45≦α≦55°は自然開先

余盛の高さ ㎜のど厚 t㎜

・AAG( )内はGCでF.Hの場合

・両側に補強隅肉溶接を付加する

D2=1/3(t-2)

θ=45°
θ=60° 45＜α＜90°はθ=45°

α＝45°は自然開先
ｆ≦ｔ/4

FB-9x25FB-9x25

シ－リングビ－ド

FB-12x32

平滑仕上げ

低応力高サイクル疲労を受ける場合

最大厚さの１サイズ(3mm)以上アップ

※ｔ＞16㎜の場合は、(２）とする

２ＵＰ(SN490C)

フランジ板厚の

の角のＲ止まり+10に接しないこと

※ｔ＞16㎜の場合は、(２)とする
内ダイヤフラム

内ダイヤフラム

スカラップ部分は

エンドタブが交互に
当たらぬこと

1

フラム厚み(t)の内部で溶

接する事

３

３

４

２

２

２

１

１

１．一般事項

２．溶接規準図鉄 骨 構 造 標 準 図

の鋼材を使用する事。

明記なき内ダイヤフラムは、SN490B、

最大厚さの２サイズ(6mm)以上アップ

パス温度差（℃）

350以下

350以下

中小規模の鉄骨造建築物の工事に適用する。

適用範囲：構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

7mm

35° 35°

r1
r2

r1
r2

r2=10mm以上

r1=35mm程度10mm

7mm

（ａ）柱貫通形式の場合 （ｂ）梁貫通形式の場合

フランジ

ウェブ

フランジ

完全溶込み溶接

ウェブ

(ｲ) 複合円型スカラップ工法

(b) 鉄骨の製作精度

(a) 本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(4) 溶接接合

(a) 溶接技能者

技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする

下向 F 横向 H

(ｲ) エンドタブ

t

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする

上向 O
立向 V

JIS Z 3211、3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

JIS Z 3212、3214

YGW-11、15

YGW-18、19

YGA-50W、50P

400N級鋼

490N級鋼

40以下

40以下

30以下

40以下

250以下

350以下

入熱(KJ/cm)溶接材料

(ﾛ) 裏あて金

(ハ) 鋼材種類と溶接材料

鋼材種別による溶接条件

鋼材の種類

35㎜以上

(c) 溶接施工

(d) スカラップ加工

(b) 溶接姿勢

溶接姿勢は、原則下向きとする。

(1) 材料及び検査

(a) 使用構造材料は構造設計仕様による。

裏当て金を用いた柱梁接合部の裏当て金の組立溶接

(ﾛ) 裏当て金、エンドタブの組立溶接位置

良 良

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

L1

7mm

35°

L 2

L 1

5mm以上 5mm以上

35°

L 3

L 3

L 2

10mm

0～2mm

7mm7mm

35°35°

②斜めカットとする場合 ②斜めカットとする場合

①ルート面を取る場合

（ｂ）梁貫通形式の場合

フランジフランジ

①ルート面を取る場合

（ａ）柱貫通形式の場合

ウェブ ウェブ

フランジ フランジ

ウェブウェブ

裏当て金との組立て溶接

(b)分割形裏当て金

（複合円型スカラップ工法等）

通し形裏当て金

(a)通し形裏当て金

(ﾊ) 柱梁接合部に鋼製エンドタブを用いた場合の組立て溶接

裏当て金の組立溶接を施す部位

分割形裏当て金

裏当て金の組立溶接を施す部位

(ﾛ) ノンスカラップ工法

完全溶込み溶接

隅肉溶接

裏当て金まで回す

隅肉溶接
裏当て金まで回す

完全溶込み溶接

本溶接後の品質が充分確保できるような方法で施工しな

けらばならない。（組立て溶接を再溶融させる）

※構造上、開先内に組立て溶接を行わざる得ない場合には、

(ｲ) 組立て位置

組立て不良 組立て不良

10mm以上 10mm以上

(e) 組立て溶接

(2) 工作一般

(3) 高力ボルト接合

(a) 鉄骨製作及び施行に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

告示１４６４号による。

(c) 歪みの矯正は、材質を損なわないように、常温加圧もしくは加熱（点状加熱、線状加熱）で矯正する。

ＪＡＳＳ６ 及び鉄骨精度測定度指針による。

(b) 社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する。

(c) 社内超音波検査（ＵＴ）は、100％とする。

鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40㎜以下のものとする。

隅肉溶接 Ｓ＝４～６mm隅肉溶接 Ｓ＝４～６mm
１パス 長さ＝40～60mm程度

加熱で矯正する場合の温度はＪＡＳＳ６による。

住宅瑕疵担保履行法による設計施工基準に準拠する必要がある場合はこれを優先する。

監理者との協議による。

但し、切断に支障が生じる部位などについては、

残してガス切断し、切断面をグラインダーで仕上げる。

母材に影響を与えないように母材から５ｍｍ程度

Ⅲ) 鋼製エンドタブを使用して、見え掛りとなる場合は、

サブマージアーク自動溶接では、幅７０ｍｍ以上かつ、板厚の３倍以上、長さ１５０ｍｍ程度とする。

Ⅱ）鋼製エンドタブの長さは、半自動溶接では４０ｍｍ以上かつ、板厚の２倍以上とする。

Ⅰ) エンドタブは、固定エンドタブを標準とし、資料を提出して設計者、又は工事監理者の承認を得る。

それ以外の姿勢は、条件に応じた有資格者が行う事。

溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS Z3801(手溶接)又はJIS Z3841(半自動溶接)の溶接

かつ2t以上

４９０Ｎ級鋼のＳＴＫＲ・ＢＣＰ及びＢＣＲの場合は、ＹＧＷ－１８、１９を使用して

入熱３０ＫＪ／ｃｍ以下、パス間温度２５０℃以下とする。

＊L 1およびL 2は、接合部パネルと通しダイヤフラムの

溶接部と干渉しない寸法とする。

＊L3は、通しダイヤフラムと干渉しない寸法とする。

（ノンスカラップ工法等）

コーナー部の形状に合わせる

１パス 長さ＝40～60mm程度

鋼製エンドタブとした場合：裏当て金に取付ける

・但し片面溶接の場合はS＝tとする
・tはt1、t2の小なる方とする

余盛は(1+0.1S)㎜以下とする

・軸力が加わる場合のSは母材と同

厚とすることが望ましい

r2=10mm以上

r1=35mm程度

完全溶込み溶接

隅肉溶接
スカラップまで回す

隅肉溶接
スカラップまで回す

（開先内※）

母材との組立て溶接

母材との組立て溶接はしない

Ａ

Ｂ

2 1

Ｂ

Ａ

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

2

2

2

1

1

2
1

2

1 2

2

2

Ａ

1

2

1

t≦4

4＜t≦12

12＜t≦19

t＞19

1

3

4

2
2/3t

1/3t

のとき4㎜以下とする)

のとき4㎜以下とする)
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デッキ受けPL-6x50

6500

設備配管の為、既存土間スラブを撤去、復旧する

（既存スラブ t=120 D10 @300シングル 砕石t=100）
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※FG1,CFG1,FB1の梁天端は1FL-250とする

（ ）内寸法は1FLからのスラブ天端位置を示す
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４a ５a Ｄb
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Ｄb通り軸組図 1/50

Ｃa通り軸組図 1/50 ４ a通り軸組図 1/50

使 用 材 料

５a通り軸組図 1/50

２） 鉄 筋 SD295A D10～D16
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A3版 1/100
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伏 図 、 軸 組 図

４） 設計地耐力（長期） Fe = 150 kN／m2

SD345 D19～D22

１）躯体コンクリ－ト 設計基準強度 Fc = 24 N／mm 2 S = 15

土間コンクリ－ト 設計基準強度 Fc = 24 N／mm 2 S = 15

捨て、ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ 設計基準強度 Fc = 18 N／mm 2 S = 15

３） 鉄 骨 STK400,SN400B,SN490C,SS400

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ上ｺﾝｸﾘｰﾄ 設計基準強度 Fc = 21 N／mm 2 S = 15

５a
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地中梁の打増し補強要領（上端）１／３０

基 礎 リ ス ト 1 / 3 0

Ｆ１５０ Ｓ１ 配筋図

地 中 梁 リ ス ト 1／ 3 0
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縦筋 D13-200@以下

Ｒ Ｃ 造 保 護 根 巻 き

2
0
d

帯筋 D10-150@

n
h
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L
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P
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P
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≧
(
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頂部帯筋ﾀﾞﾌﾞﾙ

帯筋

D

3／4 D

（ ）内数値は、施工かぶり厚さを示す。

ｎｈ ： ＲＣ保護根巻きの高さを示す。

(
4
0
)

200

露 出 型 固 定 柱 脚 接 合 部

鉄 骨 柱 断面 リ スト S=1:30

８-Ｄ１３（ＳＤ295Ａ）

符 号

１ 階
パネルゾーン

主 材

柱 脚 形 式

柱 脚 以
上

ベースプレート

アンカーボルト

柱 型

ＢｘＤ

主 筋

帯 筋

ＳＣ１

4
6
0

2
0
0

5
0

5
7
0

570

４-Ｄ３５（ＳＤ490）Ｌ=725

５７０×５７０

1
8
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3
9
0

5
5
2
8
0
5
5

390

267.461.3 61.3

符 号

柱 主 材

保 護 根 巻 き 高 さ

柱 脚 保 護 根 巻 き

Ｂ ｘ Ｄ

フ ー プ

縦 筋

ＳＣ１

○－２６７．４ｘ９．３

5
7
0

570

２２０

Ｄ１０＠１５０（ＳＤ295Ａ）

Ｄ１０＠１５０（ＳＤ295Ａ）

８-Ｄ１９（ＳＤ345）

４７０×４７０

工 法

形 式

露 出 型 固 定

回転剛性 36,800(kNm／rad)

３９０×３９０×３６(ＳＭ490Ａ)

1
0
0

捨てコンクリート

柱脚保護根巻き部分断面リスト S=1:30 共通事項：縦筋の定着は２０ｄ
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ﾙ
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ﾙ
厚
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保有耐力接合を満足した露出型弾性固定柱脚

○－２６７．４ｘ９．３

梁フランジ厚＋６mm以上かつ柱板厚以上とする。

３．露出型弾性固定柱脚の材質はメーカー仕様による。

１．特記なき主材の鋼種記号は、ＳＴＫ４００とする。

２．通しダイヤフラムの鋼種記号は、ＳＮ４９０Ｃとし、板厚は、

Ｓｔ．
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註）地中小梁の打増し補強もこれに準ずる

L
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あばら筋と同径，同ピッチ

D10-300@

ｂ

鉄 骨 梁 リ ス ト S= 1:3 0

符 号
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接 合
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断 面

鉄 骨
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ﾌﾗﾝｼﾞ 突合せ溶接
ｳｪﾌﾞ すみ肉溶接
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HTB 2-M16

□ -125x125x4.5
STKR400

合成ｽﾗﾌﾞ用ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ h=50 t=1.2

頭付きｽﾀｯﾄﾞ19φx100 @3001列

（共通事項）

・特記なきプレートはＳＮ４００Ｂ

・特殊高力ボルトはＳ１０Ｔ
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頭付きｽﾀｯﾄﾞ 19φ x100 @300 1列
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Ａ－Ａ断面配筋図 1/30
Ｂ－Ｂ断面配筋図 1/30

A3版 1/60

A1版 1/30
基礎・地中梁・鉄骨柱・鉄骨梁リスト、鉄骨詳細図、配筋図

70＜ａ ≦ 200の場合 補強筋D16 20dｱﾝｶｰ

200 ＜ ａの場合 補強筋D16 20dｱﾝｶｰ

軸方向補強筋 ｂ≦350 2-補強筋 ｂ＞350 3-補強筋
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